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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の号機を群管理制御する群管理手段を備えた群管理エレベータ制御装置において、
　前記群管理手段は、
　ロビー階の乗場の乗降口に向かう利用者を検出する乗場到着検出手段と、
　前記乗場到着検出手段が利用者を検出したときに、利用者が乗降口に到着するまでの移
動時間を算出する移動時間算出手段と、
　前記移動時間算出手段からの移動時間に基づいて決められた所定時間内に乗りかごがロ
ビー階の乗降口に到着することができるロビー階以外の待機階床と、前記待機階床に前記
乗りかごを待機させるための少なくとも一台の号機を評価する号機評価手段と
　前記号機評価手段による評価結果に基づいて前記少なくも一台の号機と前記待機階床を
決定し、決定された前記少なくも一台の号機の前記乗りかごを決定された前記待機階床に
待機させる号機決定手段と
を備えていることを特徴とする群管理エレベータ制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の群管理エレベータ制御装置において、
　前記号機評価手段によって、前記待機階床に前記乗りかごが待機していると評価される
と、前記群管理手段は、前記乗場到着検出手段によって前記利用者を検出すると、前記待
機階床で待機している前記乗りかごを前記乗降口に向けて移動させることを特徴とする群
管理エレベータ制御装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の群管理エレベータ制御装置において、
　前記号機評価手段によって、前記待機階床に前記乗りかごが待機していないと評価され
ると、前記号機決定手段は、前記乗場到着検出手段によって前記利用者を検出すると、前
記少なくも一台の号機の前記乗りかごを前記待機階床に向けて移動させることを特徴とす
る群管理エレベータ制御装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の群管理エレベータ制御装置において、
　前記号機評価手段が前記待機階床に前記乗りかごが待機していると評価し、次に前記ロ
ビー階に他の号機の前記乗りかごがあると評価すると、前記号機評価手段による評価結果
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に基づいて前記号機決定手段は、前記ロビー階にいる前記他の号機の前記乗りかごを前記
待機階床に移動させることを特徴とする群管理エレベータ制御装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の群管理エレベータ制御装置において、
　前記所定時間とは、前記乗場到着検出手段で前記利用者の到着が検出され、前記利用者
が前記乗降口に到着するために必要とする時間であることを特徴とする群管理エレベータ
制御装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の群管理エレベータ制御装置において、
　前記待機階床は店舗、病医院等の特別施設が設置されている階床であることを特徴とす
る群管理エレベータ制御装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の群管理エレベータ制御装置において、
　前記乗降口からの距離が前記乗場到着検出手段より長く、前記ロビー階の前記乗場に繋
がる出入口にビル到着検出手段を配置し、
　前記移動時間算出手段は前記ビル到着検出手段から前記乗場までの移動時間を求め、
　前記号機評価手段及び前記号機決定手段は、前記待機階床に前記乗りかごが待機してい
ない場合は、前記乗場までの前記移動時間内に前記待機階床に到着することができる号機
を割り出して前記待機階床に前記乗りかごを移動させることを特徴とする群管理エレベー
タ制御装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の群管理エレベータ制御装置において、
　前記ビル到着検出手段は異なる出入口にそれぞれ配置されていることを特徴とする群管
理エレベータ制御装置。
【請求項９】
　複数の号機を群管理制御する群管理手段を備え、前記群管理手段によって乗りかごの待
機階床を決定する乗りかごの制御方法において、
　前記群管理手段は、
　利用者がロビー階の乗場の所定位置から乗降口に到着するまでの利用者の移動時間を求
め、
　この求められた移動時間に対応した所定時間内に前記乗りかごが前記乗降口に到着する
ことができるロビー階以外の前記待機階床と、前記待機階床に前記乗りかごを待機させる
ための少なくとも一台の号機を求め、
　前記少なくも一台の号機と前記待機階床を決定し、決定された前記少なくも一台の号機
の前記乗りかごを決定された前記待機階床に待機させる
ことを特徴とする乗りかごの待機階床を決定する乗りかご制御方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の乗りかごの待機階床を決定する乗りかご制御方法において、
　前記ロビー階の前記乗場に繋がる出入口の所定位置から前記乗場までの利用者の移動時
間を求め、
　前記待機階床に前記乗りかごが待機していない場合は、前記乗場までの移動時間内に前
記待機階床に到着することができる号機を割り出して前記待機階床に前記乗りかごを移動
させることを特徴とする乗りかごの待機階床を決定する乗りかご制御方法。
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